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鹿児島市いじめ問題等調査委員会 対応フロー図

学 校 教育委員会 調査委員会

重 大 事 態 発 生

【 基 本 調 査 】
電話による第一報 ● ●

報告 報告

現場・病院等へ急行 学校・現場等へ急行

マスコミ、ＰＴＡ対応

臨床心理相談員、スクー
（心のケア）● ルカウンセラーの派遣

※必要な期間継続

教師、児童生徒からの聴き取り項目検討 ●
報告・相談

全教師からの聴き取り（指導主事、ＳＣ）
身近な児童生徒からの聴き取り（教師、ＳＣ）

調査委員会招集を判断・決定

聴き取り結果の分析・今後の対応検討

当該児童生徒の保護者への経過説明と協議

今後の計画・アンケート項目の検討、決定

当該児童生徒の保護者への計画提示と協議・合意
児童生徒とその保護者等への説明・承諾

【 詳 細 調 査 】
アンケート実施 アンケート結果の分析、再調査・聴き取り調査実施の検討

再アンケート（学校 、聴き取り調査（指導主事、必要に応じて調査委員））
必要に応じて繰り返し

必要に応じて当該児童生徒の保護者へ随時説明、中間報告

事実関係の明確化・背景・因果関係の分析

報告書の作成・検討・修正・完成
※当該児童生徒の保護者が希望する場合は、その保護者の所見をまとめた文書を添付

市長・議会等への報告、マスコミ対応
※場合によっては、再調査

への報告、児童生徒及びその保護者等への説明、マスコミ対応当該児童生徒の保護者
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